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この漢詩は宋代詩人の楊亀山の 「勉謝自明」 と題するものである。 先行研究では 『太
















たのは増田欣氏である。増田氏は「楊亀山の詩が引用されているということは、きわめて斬新なことなの 『亀山集』からの直接の とは考えがたく、黄粱夢の説話に付随してもたらされたのであろうが、媒介者への追求を重視するこ で さらに一歩、 同時代的な影響関係の考察へと近づけていくこともできるのではないかと考えている」 と指摘した
２。 増田氏は直接の典拠を示したわけではなかったが、 『太平記』
がいかにして楊亀山の詩を受容したか、一つの可能性に言及した である。その後、伊藤正義氏は、 『太平記』に引用された「黄粱夢」説話が『和漢朗詠集和談鈔』 「仙家」の「壺中天地乾坤外、夢裏身名旦暮間」に施された注と似ていて、その原拠を明らかにすることは難しいが 日本で変容 た邯鄲譚 一型として重視すべきだと述べた
３。
楊亀山の詩への言及はないが 『太平記』の故事のもとになったものとして、日本中世固有の「黄粱夢」理解があったことを指摘 点は重要 また、張静宇氏は
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次に楊亀山の受容の問題について考察を進めよう。 楊亀山 （一〇五三―一一三五） 、





















































































































恩ノ爵ヲ貪ラン為ニ、則楚国へソ趣ケル、路ニ歩疲レテ、邯鄲之旅亭ニ暫ク休ミケルヲ、呂洞賓ト云仙術之人、此客之心ニ願フ事、暗ニ冨貴之夢ヲミスル一之枕ヲソ借シタリケル、 客此枕ニ寝テ一睡シタル夢ニ 楚国之侯王ヨリ勅来テ客ヲ召サル、 （中略）倩夢ノ中ノ樂ヲカソフレハ、遥ニ天位五十年ヲヘタリ云共、覺テ枕ノ上ノ眠ヲ思ヘハ 僅ニ午炊一黄梁之間ヲ過サリ リ 客爰ニ人間百年ノ楽モ、
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かし、 この詩はこれらには収録されないものである。 また 大島晃氏の調査によれば、『古文真宝』 『三体詩』 『瀛奎律髓』 『聯珠詩格』には楊亀山の詩は「寄長沙簿孫明遠」と「過蘭渓」の二首しか収め れていないとのことなので
２２
、 『太平記』は上記の宋
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㡬
度か黄粱を熟せしむと
         
 右は『太平記』巻二十六「黄粱夢事」に引用
された詩にほぼ一致する。 『太平記』







































毋徒志於功名也」である。これ 楊亀山「勉謝自明」の主旨を説明したも である。つまり、亀山はこの詩 道義を志すことに励んで、 「功名」を志してはならない教えを詠んだというのである。 『太平記』 「勉謝自明」を引用する前に「遂ニ名利ニ被繋心ハ無リケリ」と記し、それにつづけて詩を引用し いるが、こうした表現 、この注釈に影響された可能性が のではないか。
 












宋名賢小集』の受容に関する記録も見えないので 『太平記』がこの詩集によって「勉謝自明」を受容したとは考えにくい。以上の考察をまとめると、 『太平記』作者は元刊本としての『性理群書句解 から楊亀山の漢詩を受容した可能性が高いものと思われる。
 
最後に、 『太平記』作者がなぜ楊亀山の「勉謝自明」を引用したか考えたい。この



























２ 増田欣氏『中世文藝比較文学論考』第一章第四節「太 研究の現状」 （汲古書院、二〇〇二年。初出、 国文学解釈と鑑賞』一九八 年五月号） 。
 
３ 伊藤正義氏『謡曲雑記』Ⅱ「邯鄲―夢 世ぞと悟り得て―」 （和泉書院、一九八九年。初出、『かんのう』二四九号、一九八三年） 。
 
４ 張静宇氏「 『太平記』と呂洞賓の物語」 （ 軍記と語り物』第五十二号、二〇一六年）
 
５ 山井湧氏『明清思想史の研究』序説 宋 の本質とその思想史的意義」 （東京大学出版会、一九八〇年） 。
 
６ 足利衍述氏 鎌倉室町時代之儒教』 （有明書房、一九七〇年、初版は一九三二年） 。その後、芳賀幸四郎 は日本における宋学 伝来につい 、三つの説を提起して、鎌倉時代に既に輸入された宋代の儒書について述べた（ 『中世禅林の 問および文学に関する研究』第一編第二章「宋学の伝来及び興隆と禅僧社会」日本学術振興会、一九五六年。思文閣、 八一 再刊） 。また、和島芳男 も入宋 が持ち帰った漢籍を考察しながら、鎌倉時代後期の日本 おける宋学の受容を紹介した（ 『日本宋学史の研究』第二編第一章「叢林の宋学」吉川弘文館、一九六二年初刊、一 八 増補再刊） 。そ ほか、土田健次郎氏は南北朝時代及びそれ以前の日本における周敦頤『太極図説』の引用を考察して 宋代 儒学書が利用されたことは認めるが、 その内容を理解したことに否定的な立場をと 「南北朝時代における 『太極図説』の受容」 『大倉山論集』第四十三号、一九九九年） 。
 
７ 小島毅氏「 の朱子学・陽明学の受容」 （ 『東洋 術研究 第五十四号 二〇一五 ） 。
 


















































 王曦氏「 『性理群書句解』与南宋閩方言」 （ 『船山学刊』第六十八号、二〇 八年） 。
 
２４
 長澤規矩也氏 長澤規矩也著作 』第三巻「宋元版の研究」 「関東現存宋元版書目」 （汲古書院、一九八三年） 。
 
２５
 元刊本 『新刊音點性理羣書句解』 （ 『静嘉堂 庫所蔵宋元版』 マイクロフィルム 雄松堂書店、二〇一五年） 。
 
２６
 党芳莉氏「呂洞賓黄粱夢伝説考論」 （ 『西北大学学報 哲学社会科学版） 三十巻 期、二〇〇〇年） 。
 
２７
 影印本『四庫全書総目』 （中華書局、一九六五年） 。
 
２８
 陳世隆『北軒筆記』 （四庫全書本）に「元至正間兄弟并館於嘉興、値兵乱、彦高竟遇害」という「小伝」の記述がある（臺灣商務印書館、一九八三年） 。
 
